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2019 年 12 月に武漢にて確認された新型コ
ロナウイルス感染症（以下 COVID-19 とする）


















伴い、2020 年 4 月から学生の登校が原則停
止となり、初めて Web 会議システムである























































































































































































































































































































































い、4 〜 6 人程度のディスカッションを行っ
た。その際、教員は必ず 1 グループに対し 1
名がサポートする形でブレイクアウトルーム
に入り、学生同士の話し合いを見守り、主体
的・能動的学びを深められるように、学生に
問いかけを行った。教員のサポーティブな姿
勢により、探求型学修の促進につながったと
いえよう。Dele（1957）は、視聴覚を通じて
得られる教育的経験を整理し、「経験の円錐」
として表した中に、書物を読むことや言葉を
聞くだけでなく、論議に参加し、話すことで、
知識や技術の定着率がよいとの見解を示して
おり、遠隔を用いながらの少人数における
ディスカッションが重要であると考えられた。
Ⅳ．課題
双方向型遠隔教育では、視聴覚教材の容量
が大きいと停止することや、画面が固まると
いったアクシデントも見受けられた。学生の
通信環境により、アクシデント内容も異なっ
ていたため、ICT 環境の全体的な普及も望ま
れる。学生の ICT 環境への対応能力、パソ
コンの技能などの、個々の課題も大きかった
ため、ICT 環境に対応できる人材を大学全体
で育成できるようなプログラムを考慮する必
要があると考えられた。
また、本学の講義受講人数が、160 ～ 170
名と多人数であるため、一度に全ての学生の
表情を把握できないという問題がある。その
点に関しては、今後、講義方法等を検討する
必要性が考えられた。
COVID-19 の影響を考慮した教育方法を今
後も検討し、新しい発想で教育の質が担保で
きる方法を考慮し続ける必要がある。そのた
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め、ICT 技術などの研鑽を続け、遠隔と実践
のハイブリットな方法を、教育内容に応じて
使い分けを行えるように目指していきたい。
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